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新庁舎の財政計画について 

１．概算事業費 

 具体的な事業費の算出については、基本設計、実施設計にて積算することになりますので、

最近の他市事例などを参考として、現段階での新庁舎建設事業の概算事業費を試算します。 

庁舎本体建設工事費については、最近の他市における１㎡あたりの建設工事費に対し、一

般社団法人建設物価調査会が公表している「建築指数」による時点修正を考慮した数値を掛

け合わせ、平均値を算出した結果、１㎡あたりの平均建設工事単価は４４．４６万円であり、

想定建設工事単価を４５万円に設定しました。 

○ 庁舎本体建設工事費 １４，０００㎡程度×４５万円＝約６３億円 

他市新庁舎建設本体工事費単価 

概算事業費 

※基本計画の検討段階の想定による試算であり、今後、周辺整備の必要性や仮設庁舎を必

要としない手法など設計者からの提案などにより変動が生じることがあります。

項目 仮設庁舎あり 仮設庁舎なし 

庁舎本体建設工事費 約６３億円 約６３億円 

仮設庁舎工事費 約７．３億円  

その他工事費 

（解体、外構、駐車場） 
約９．７億円 約９．７億円 

その他経費 

（移転費、備品購入費、設計監理費） 
約８億円 約７．５億円 

合 計 約８８億円 約８０．２億円 
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２．財源 

新庁舎建設に係る財源としては、基本構想で示した従来の方針どおり、「庁舎等整備基金」

【平成２７年度末現在高 ３５億円】を基本とします。 

また、補助金については、航空自衛隊岐阜基地が近接するため、防衛省補助金を要望し、

将来に大きな負担を残さないよう、一般財源の抑制に努めます。 


